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３ 申請関係様式 

１ 施行基準第 1号様式「給水装置工事申込書」 

２ 施行基準第 2号様式「（臨時・一般）給水装置工事設計台帳」 

 ３ 施行基準第 3号様式「位置図」、「給水計画平面図・給水計画立面図（立ち上がり図）」 

  ４ 施行基準第 4号様式「完成平面図・完成立面図（立ち上がり図）」 

５ 施行基準第 5号様式「給水装置工事設計台帳 添付書類チェックリスト」 

 ６ 施行基準第 6号様式「三階建て建物直結直圧給水事前協議申請書」 

７ 施行基準第 7号様式「三階建て建物直結直圧給水調査報告書」 

 ８ 施行基準第 8号様式「直結増圧式給水事前協議申請書」 

  ９ 施行基準第 9号様式「直結増圧式給水調査報告書」 

 １０ 施行基準第 10 号様式「直結増圧式給水装置設置申請書」 

 １１ 施行基準第 11 号様式「直結増圧式給水装置調書」 

 １２ 施行基準第 12 号様式「直結増圧式給水装置に関する承諾書（新設・既設）」 

 １３ 施行基準第 13 号様式「貯水槽水道（新設・変更・撤去）届」    

 １４ 施行基準第 14 号様式「給水装置工事検査申請書」 

 １５ 施行基準第 15 号様式「給水装置工事検査確認表」 

 １６ 施行基準第 16 号様式「給水装置工事完成届」 

１７ 施行基準第 17号様式「申込書（道路占用）」 

 １８ 施行基準第 18 号様式「申込書（河川占用）」 

１９ 施行基準第 19号様式「道路占用工事完了届」 

 ２０ 施行基準第 20 号様式「河川占用工事完了届」 

 ２１ 施行基準第 21 号様式「道路・河川 占用取下げ願」 

 ２２ 施行基準第 22 号様式「道路占用チェックリスト」 

 ２３ 施行基準第 23 号様式「給水装置工事申込取消届・給水装置工事設計変更届」 

 ２４ 施行基準第 24 号様式「給水装置所有者変更届」 

 ２５ 施行基準第 25 号様式「給水承諾申請書」 

 ２６ 施行基準第 26 号様式「誓約書（既存管使用）」 

 ２７ 施行基準第 27 号様式「既設給水装置の同意承諾書」 

 ２８ 施行基準第 28 号様式「誓約書（同意に係る）」 

 ２９ 施行基準第 29号様式「代理人・管理人（選定・変更）届」 

 ３０ 施行基準第 30 号様式「自己認証品使用報告書」 

 ３１ 施行基準第 31 号様式「給水装置への切替えに伴う調査報告書（受水槽以下設備使用」 

 ３２ 施行基準第 32 号様式「活水器等設置申請書」 

  

 

 

 



Ⅸ-3-2 

 

 

受付者

水栓番号

住所

ふりがな

氏名

TEL

 ※ 管種

新規  配水管・給水管 φ　　　 ㎜  その他（　　　　　　）

既存 分岐方法
（新規の場合）

 ※ 管種   PP その他（　　）

新規

既存

氏名

年   月 日

 ※ 年   月 日

 ※ 年   月 日

 事業者名

　　  します。

住　所

氏　名 　　印

４　委任状の住所氏名は直筆とし、捺印して提出してください。

　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　上記給水装置工事に関する一切の手続き、権利義務、その他の行使を上記の者に委任

施行基準第１号様式（1）

申　込　者

（給水装置所有者）

 メーター　φ　　 ㎜　　　  ヵ所

TEL

委任状

　　　　指定給水装置工事事業者

　　　　代表者名

所　長

１　個別地図を使用し朱色で工事場所を図示した位置図を添付してください。

２　申し込み時に給水計画平面図を添付してください。

３　利害関係人がいる場合は、別添の給水装置工事施行及び利害関係人同意書の記入が必要です。

　　※使用材料の種類をすべて記入してください。

　DIP ・ HPPE ・ VP ・ HIVP ・ HIVP RR

　無　・　有

 主任技術者名

　新設 ・ 増設 ・ 改造 ・ 撤去 ・ 移転 ・ 修繕

　１戸建  ・  アパート  ・  分譲団地  ・  その他（　　　　　 ）

分岐側

分岐～
メータ
ー間材
料

 チーズ ・ サドル付分水栓 ・ 不断水割丁字管

 口径　φ　　　㎜
（引込給水管）

　 　給 水 装 置 工 事 申 込 書　　 （※印は記入しないでください）

 計画（既存）

 ※新設引込給水管はすべてφ20 ㎜以上とします。

係　長 係　員

 口径及び個数

 臨 時 使 用 者  氏名

 完 工 予 定 年 月 日

 受 付 年 月 日

 承 認 年 月 日

 指定給水装置工事事業者

 給水装置工事主任技術者

（ 種 別 ）

給 水 装 置 設 置 場 所

用 途 別
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✔ 給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

✔ 当該同意後、自らの給水装置の出水量に影響することがあっても異議申し立てはしません。

✔ 給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

　令和 年 月 日

広島県水道広域連合企業団　竹原事務所長　様

住　所

ふりがな

氏　名 ㊞

T E L

※同意書及び承諾書は、各所有者及び管理者の住所氏名は直筆とし、捺印して提出してしてください。

※捺印の際は、印影が重ならないよう注意して捺印してください。

     施行基準第１号様式（2）

給水装置工事施行及び利害関係人の同意書　（直筆）

家屋所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

㊞

土地の所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

㊞

✔

給水装置所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

㊞

給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

給水装置管理者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

㊞

※利害関係人の同意について、各所有者が複数の場合は、別に作成した同意書を添付してください。

　３．利害関係についての責任は申込者にあり、問題が生じても当事者間で解決、広島県水道広域連合企

　　　業団竹原事務所に異議申し立てしません。

申　込　者
（給水装置所有者）

承　　　諾　　　書

　１．本件申込後は、広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する

　　　条例に従うことを確約します。

　２．宅地内の漏水及び量水器の取替に支障をきたした時は、給水装置所有者の負担で、責任をもって修繕

　　　します。

✔



Ⅸ-3-4 

 

 

 

 

 

 

 

円 円 円

φ

申 請 者

工 事 場 所 竹　原 市

（ 臨時 ・ 一般 ）　給 水 装 置 工 事 設 計 台 帳　　

申 請 者 住 所 県 市

目録番号 －

水栓番号 量水器口径 量水器番号 指示数

分担金 設計審査手数料 工事検査手数料

検満年月 / 種   　別 　□新設 ・ □増設 ・ □改造 ・ □撤去 ・ □移転 ・ □修繕

工　事　使　用　材　料

材　　料　　名 口径 認証適合 材　　料　　名 口径 認証適合

分岐部から水道メーターまでの使用材料 その他配管材料

特殊器具等

    施行基準第２号様式

電算入力 量水器台帳 受付者

※　工事使用欄が足りない場合は、上記材料欄に別紙と記入し、作成したものを添付してください。

※　「認証適合」は、JIS、JWWA、WAS等団体規格又は第三者認証番号等を記入してください。

電 話 番 号

担 当 者

主 任 技 術 者

　

令和　　　年　　　月　　　日

指定給水装置工事事業者

住 所

会 社 名
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「位置図」、「給水計画平面図」、「給水計画立面図（立ち上がり図）」

施行基準第３号様式

指定工事業者
主任技術者

作成年月日  令和　　年　　 月　 　日  
水栓番号

申請者

工事場所

施
行

基
準

第
３

号
様

式
 

※
実
際
の

様
式
は
、
Ａ
３
判
と
な
り
ま
す
。
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「完成平面図」、「完成立面図（立ち上がり図）」

施行基準第４号様式

水栓番号
申請者

指定工事業者
主任技術者

工事場所 作成年月日  令和　　年　　 月　 　日  

施
行

基
準

第
４

号
様

式
 

※
実
際
の

様
式
は
、
Ａ
３
判
と
な
り
ま
す
。
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項目 事業者 担当者

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

　　指定給水装置工事事業者　　　　　　事業者名　 ：　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任技術者 ：　　　　　　　　　　　　　

                                      連絡先(TEL)：                          

　上記の申請図書類及び設計図については、申請受付時に確認を行い、指定材料等及び基準適
合については、「施行基準第Ⅶ章1設計審査」に基づき確認、審査する。

 指定様式で提出されているか（様式1～3は必須）

 臨時・一般が選択されているか

 臨時の場合、一般の施工は同業者か

 申請者名及び住所、工事場所が記入されているか

 種別（工事）が選択されているか

 位置図、平面図、立面図（立ち上がり図）はあるか

 工事使用予定材料が記入されているか

 当該工事で必要となる、所有者変更届、誓約書等は添付されているか

指
定
材
料
等

基
準
適
合

 三階建て直結方式、増圧給水方式の場合、回答書が添付されているか

 道路占用及び河川占用が必要な場合、必用図書は提出されているか

 施行基準の作図に従い、既設管は黒、新設管は赤で記載されているか

 施行基準の作図に従い、管種、口径が記載されているか

申
請
図
書
類

※該当するものには☑を記入すること。

内容

 給水管及び給水用具は、指定された材料が使用されているか

 分岐方法及び埋設位置、深さ等は、指定された工法となっているか

 第１止水栓の位置及びメーターの位置は、施行基準を遵守しているか

 構造と材質の基準

使用する給水管及び継手、バルブ、水栓類は、JIS規格、JWWA規格等団体
規格の製品であるか

上記規格品以外の使用予定材料には、給水用具名及び基準適合認証番号
等を図面に記載しているか（給湯器、温水洗浄便座、食洗器など）

 施行基準の作図に従い、給水用具等の記号で記載されているか

 給湯器等の特殊器具には、機種名及び認証番号等が記入されているか

 第１止水栓の位置は、適切か（官民境界から離れていない）

 メーターの位置は、適切か（官民境界から離れておらず検針可能場所）

分岐部からメーターまでの間

施行基準第５号様式

□ □

□ □

「給水装置工事設計台帳 添付書類チェックリスト」

設
計
図
（

申
請
図
）
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 名　称

 建築場所

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

 使用水量 ㎥／日

 分岐口径  配水管φ ㎜  分岐給水管φ

 方式

 添付書類

 水圧値

 測定箇所

 測定日時

㎥／日　瞬時最大流量

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

施行基準第６号様式

申請者　　住所

　　　　　氏名

担当者　　社名

　　　　　担当者氏名

　　　　　連絡先（TEL）

　下記の建物に直圧給水をしたいので、事前協議を申請します。

年　　月　　日

三階建て建物直結直圧給水事前協議申請書

 事業目的
　□マンション　□アパート　□店舗　□事務所　□雑居ビル

※参考とする水圧測定場所は、案内図に示してください。

※適用する事項に、☑してください。

 一日最大使用水量

　　戸数

　　給水人数

㎜

 給水戸数

 □直圧給水　　　□貯水槽併用

 案内図、建物立・平面図、給水平面図、給水系統図、給水管口径決定計算書
 （給水装置工事申請時）

 水圧測定値
（参考）

ＭＰａ

 □蛇口　□散水栓　□メーター　道路面からの高さ　　ｍ
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様

　ます。

 名　称

 建築場所

 協議番号

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

配水管口径 　　φ ㎜ 　管種

給水管口径 　　φ ㎜ 　管種

 場所

 口径

 配水管水圧

 給水の可否

　　　水圧」からの可否であり、実際には、給水装置工事申請に基づいた設計審査によりま

　　　す。

　　　余裕を持った推理計算等でお願いします。

　　　　なお、この水圧は、事前協議申請で測定いただいた「水圧測定値」を参考に、既存

　　　配水管データ、水圧測定等からの現状の水圧になります。

　　２　当該建築物の給水装置工事の設計に当たっては、「配水管水圧」の水圧に基づき、

　※　設計に際しての注意事項

　　１　「給水の可否」は、上記建築物への給水について、「配水管の状況」及び「配水管

配水管の状況

㎜

ＭＰａ

　□ 可　　□ 不可

 配水管水圧

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

　　　年　　月　　日付けで申請のありましたこのことについて、次のとおり報告いたし

     施行基準第７号様式

年　　月　　日 

三階建て建物直結直圧給水調査報告書

広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長

受付月日 　　　　　年　　　月　　　日
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 名　称

 建築場所

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

 使用水量 ㎥／日

 分岐口径  配水管φ ㎜  分岐給水管φ

 方式

 添付書類

 給水開始日

 水圧値

 測定箇所

 測定日時

　　　　　連絡先（TEL）

施行基準第８号様式

年　　月　　日

直結増圧式給水事前協議申請書

申請者　　住所

　　　　　氏名

担当者　　社名

　　　　　担当者氏名

　下記の建物に直結増圧給水をしたいので、事前協議を申請します。

 事業目的
　□マンション　□アパート　□店舗　□事務所　□雑居ビル

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

 一日最大使用水量 ㎥／日　瞬時最大流量

※参考とする水圧測定場所は、案内図に示してください。

※適用する事項に、☑してください。

　　　　　年　　　月　　　日　（希望日）

㎜

 □直結増圧給水　　　□直結直圧併用

 案内図、建物立・平面図、給水平面図、給水系統図、増圧装置機種仕様、給水
 管口径決定計算書（給水装置工事申請時）

 水圧測定値
（参考）

ＭＰａ

 □蛇口　□散水栓　□メーター　道路面からの高さ　　ｍ
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様

　ます。

 名　称

 建築場所

 協議番号

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

配水管口径 　　φ ㎜ 　管種

給水管口径 　　φ ㎜ 　管種

 場所

 口径

 配水管水圧

 給水の可否

　　　水圧」からの可否であり、実際には、給水装置工事申請に基づいた設計審査によりま

　　　す。

　　　余裕を持った推理計算等でお願いします。

　　　　なお、この水圧は、事前協議申請で測定いただいた「水圧測定値」を参考に、既存

　　　配水管データ、水圧測定等からの現状の水圧になります。

竹原事務所長

施行基準第９号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水調査報告書

広島県水道広域連合企業団

　　　年　　月　　日付けで申請のありましたこのことについて、次のとおり報告いたし

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

　□ 可　　□ 不可

　※　設計に際しての注意事項

　　１　「給水の可否」は、上記建築物への給水について、「配水管の状況」及び「配水管

　　２　当該建築物の給水装置工事の設計に当たっては、「配水管水圧」の水圧に基づき、

受付月日 　　　　　年　　　月　　　日

配水管の状況

 配水管水圧 ㎜

ＭＰａ
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　連絡先（TEL）

　直結増圧式給水装置を設置するに当たり、次のとおり申請します。

施行基準第10号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水装置設置申請書

申請者　　住所

　　　　　氏名 印

　直結増圧式給水装置調書、直結増圧式給水に関する承諾書、

　設置場所

　建築物の概要

　指定給水装置工事事業者

　給水装置工事主任技術者

　添付書類 　増圧ポンプ仕様書、減圧式逆流防止器仕様書

　※給水装置工事に係る申込み図書
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 建物階数  地上 階 地下 階

 住戸数  集合住宅 戸 ・ 一般住宅 戸

・

 配水管口径・管種 ㎜ m

 給水管口径 ㎜

口径  子メーター ㎜ 戸

  ㎜ (設置は( )表示） ㎜ 戸

 計画使用水量 ㎥/日  瞬時最大水量

 水圧   設計水圧 Mpa  末端設定水圧

 増圧装置設置場所　　　地上　　　階　　・　その他（　　　　　）

 増圧装置  メーカー名

 型式

 性能・仕様  仕様

 メーカー名

 型式

 管理人

 管理方法

 検針方法

 量水器バイパスユニット

 直圧系統　　 階 ～　　階（　　　戸）　　増圧系統　   階 ～　　階（　　　戸）

直  結  増  圧  式  給  水  装  置  調  書

 最高給水栓高

 増圧方式のみ 直圧・増圧併用方式

 有　・　無

 増圧装置の損失水頭（ｈ３）

 増圧装置２次側の給水管や給水器具の損失水頭（ｈ４）

 増圧装置と末端最高位給水器具との高低差（ｈ５）

 １日最大使用水量

 設計水圧（Ｐ０）

 配水管と増圧装置との高低差（ｈ１）

 増圧装置１次側の給水管や給水器具の損失水頭（ｈ２）

 末端最高位の給水器具を使用するために必要な圧力（Ｐ'）

 総損失水頭（ｈｔ）　ｈｔ＝ｈ１＋ｈ２＋ｈ３＋ｈ４＋ｈ５

　　　　施行基準第11号様式

 増圧式逆流防止器

Mpa

m 

ℓ/min

 有　・　無

 給水形態

 親メーター 　有　・　無
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 住所

 氏名 印

 電話番号

　　器具についても、適正に保守します。

　②　増圧給水設備の故障等の緊急時に備え、修繕連絡先を明示し、周知を図ります。

　③　直結増圧式給水は、貯水槽式と異なり貯水機能がないため、配水管の断水・減水や緊急時

　　等、また、計量法に基づくメーターの取替え時等には、水の使用ができなることを承諾し、

　　使用者等に周知します。

　④　停電や故障により増圧ポンプが停止したとき又は断水や水圧低下により給水不良が発生し

　　た場合においては、共用の直圧給水栓を使用するよう周知します。

２　定期点検

　①　増圧給水設備の機能を適正に維持するため１年に１回以上の定期点検を行います。また、

　　必要に応じて保守点検や修繕を速やかに行います。使用者ごとに設置する逆流防止装置等の

１　使用者又は入居者等への周知

　①　増圧給水設備の特徴を理解し使用者等に周知させるとともに、増圧給水設備についての

　　苦情を企業団に一切申し立てません。

 指定給水装置工事事業者

　上記の建物における直結増圧式給水について、次のことを承諾します。

 給水装置の設置場所

 増圧給水設備等の管理者

  施行基準第12号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水装置に関する承諾書（ 新設 ・ 既設 ）

申請者　　住所

　　　　　氏名 印
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

住所

氏名

連絡先（TEL）

住所

階数 直結栓  有 ・ 無

φ ㎜ 取出口径 φ ㎜

材質

① ㎥ ② ㎥ 槽数 槽

材質

① ㎥ ② ㎥ 槽数 槽

年  月 日

 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※子メーターは、公設（企業団出庫）です。適用する事項に、☑してください。

 □ 直結給水が認められない建物（化学薬品等扱う施設、配水管圧に影響がある施設）

 □ 設置が適当な建物（断水の影響が大きい施設、常時一定水圧水量が必要な施設）

 □ 配水能力不足（配水管の口径が小さい等）　□ メーター口径が大きい

 □ 貯留機能の確保（地震等断水対策）　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

 □ 水槽の数や容量等を変更するため（受水槽＋高置水槽 → 増圧ポンプ＋高置水槽等）

 □ 建物の取り壊し・建て替えのため（廃止）

 有効水量

 □ 受水槽 ＋ 高置水槽　　　□ 直結給水方式（増圧給水を含む）

 □ 受水槽のみ　　　  　　　□  その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

 □ 増圧ポンプ ＋ 高置水槽

 □ 受水槽 ＋ 高置水槽　　　□ 直結給水方式（３階直圧、　　　階直圧）

 屋内 ・ 屋外(　　階部)  FRP ・ RC ・（　　　　　　）

 FRP ・ RC ・（　　　　　　） 設置場所  屋内 ・ 屋外(　　階部)

給

水

方

式

 □ 設置・□ 変更・□ 廃止  年月日

 設置理由

 □ 変更理由

 □ 廃止理由

 施工前

 施工後

 □ 増圧ポンプ ＋ 高置水槽　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

 □ 受水槽のみ　　　  　　　□ 直結増圧給水方式

 □ 直結給水方式（増圧給水を含む）に切り替えるため（廃止）

 □ 学校　□ 病院等　□ 社会福祉施設　□ 保健所等　□ その他（　　　　　　　）

施工年月

 □ 共同住宅　（

設
備

 親メーター口径

 受水槽

 高置水槽

 有効水量

建
物

用
途

）戸　□ 戸建て　□ 事務所　□ 店舗　□ 工場　□ ホテル等

 設置場所

子メーター※  有（　　個）・ 無

 地上　　階　地下　　階　　年　　月

管
理
者

 □ 自主管理

 □ 委託管理 氏名又は名称

印

                                施行基準第13号様式

年　　月　　日 

貯水槽水道（ 設置・変更・撤去 ）届

申請者

 建物所在地

 建物名称
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

印

年 月 日

所長

 年 月 日

主任技術者

検査年月日

水栓番号

指定給水装置工事事業者

施行基準第14号様式

年　　月　　日 

給 水 装 置 工 事 検 査 申 請 書

給水装置所有者

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」

係長 係員 受付者

　給水装置工事が完成したので、給水条例第７条第２項※に基づき、関係書類を添えて工事

検査を申込みます。

工事場所
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受付者

受付年月日

受付番号

目視・写真 聴取

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

通水確認 □ □ □

耐圧試験 □ □ □

□ □ □

検査年月日

交付番号 号

主任技術者 印

　　ただし、隠ぺい部や埋設部など確認が困難若しくは不可能な場合は、給水装置工事主任技術者への聴き取り確認をもってこれに代わるものとする。

申込者

施行基準第15号様式

工事個所 　　　年　　月　　日

第　　　　号

　　　　　給 水 装 置 工 事 検 査 確 認 表

配管の口径・経路・構造等が適正であること

水質汚染・破壊・侵食・凍結等を防止するための適正な措置がなされていること

水道以外の配管（井水、受水槽以下設備等）とクロスコネクションしていないこと

設置されている伸縮止水栓が操作に支障なく、有効な伸縮機能であること

給水管の延長や給水用具等の設置位置が完成図と相違ないこと

配管及び給水用具は適正に固定され、ウォーターハンマーなどが発生しないこと

給水装置工事主任
技術者

【確認欄】

検査立会者

【検査所見】

受水槽の容量・材質等が完成図及び申請書に相違ないこと

受水槽は適正に設置され、設置位置が完成図と相違ないこと

メ
ー

タ
ー

２
次
側

直結給水方式

直結増圧給水方
式

貯水槽方式
吐水口と越流面との位置関係（吐水口空間）が適正であること

受水槽周辺の配管の固定・支持が適正になされていること

各給水用具は、確実にメーターを経由し、吐水量や動作状況が適正であること

所定の水圧による耐圧試験において、漏水や抜け、その他異常がないこと

配管材料及び給水用具は、性能基準適合品を用い、完成図の記載内容に相違ないこと

配管材料及び給水用具は、適切に接合、取付けがなされ漏水がないこと

検査（確認）項目 検査　（確認）　内容

　　　　　年　　　月　　　日

　　　　□ 良好である

増圧装置は、「水道用直結加圧型ポンプユニット（JWWA B 130）」の基準を満たしたもの
が設置されていること

最上部に吸排気弁・排泥弁、止水栓等が適正に設置されていること

逆止弁及び止水弁が適正に設置されていること

増圧装置の一次側に逆流防止の装置が内蔵されていること

使用材料が適正であり、漏水がないよう適正な施工がなされていること

配管経路及び埋設深さなどが適正であり、完成図と相違ないこと

止水栓を適正な位置に傾きがなく設置され、完成図と相違ないこと

止水栓のスピンドルが筐の中心に設置され、正常に動作すること

逆取付け、片寄りがなく、水平に取付けられていること

設置位置が検針や取替えに際し、支障がないこと

水質等確認 残留塩素濃度（0.1mg/ℓ以上）・味・臭気・色などに異常がないこと

分岐部

※　該当項目に☑する。検査立会人【確認欄】の記入に当たり、各検査項目（内容）については、原則として写真・目視をもって確認する。

主
任
技
術
者

　【指定給水装置工事事業者】 【給水装置工事主任技術者】

　　　　□ 軽微な改善を要するが概ね良好である

　　　　□ 再検査を要する

　　　　（再検査予定日　　　　　年　　　　月　　　　日）

　当該申請物件は、上記確認欄の記載に基づき施工しており、これに相違ないことを誓約いたします。

配水管及び止水
栓設置状況

メーター設置及
び配管状況

分水栓が水平に設置され、防食がされていること

配水管の水圧に影響をおよぼすおそれのあるポンプ等に直結されていないこと

分岐位置が他の給水取出し口及び配水管継手等から30cm以上離れていること

配水管から確実に分岐されていること（誤接続でないこと）
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

印

年 月 日

所長

 年 月 日

主任技術者

施行基準第16号様式

年　　月　　日 

給 水 装 置 工 事 完 成 届

　給水装置工事が完成したので、水道法施行規則第23条第3号に基づき、届出します。

工事場所

水栓番号

指定給水装置工事事業者

給水装置所有者

完成年月日

係長 係員 受付者
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広島県水道広域連合企業団　竹原事務所長　様

〒 -

住所

氏名

年 月 日

年 月 日

※ 工事写真については、施工の順番で整理すること。

★ 占用物件（数量及び給水管位置等）に変更があるときは、事前に協議を行うこと。

＊図面：完了届に添付の図面については、竣工図を作成し提出すること。

＊状況写真： 【布設高、布設延長、埋戻状況、舗装厚、舗装幅など数量が分かるよう撮影すること。】

・ 着工前写真

・ 配管写真（ｶｯﾀｰ切断、床堀完了、既設本管土被り高、穿孔、水圧ﾃｽﾄ、分水栓取付、

給水管埋設高、布設状況、布設延長測定、埋戻材転圧）

・ 仮舗装写真(路盤転圧、路盤厚、路盤幅、舗装幅、舗装延長)

・ 本舗装写真(着工前、影響部ｶｯﾀｰ切断、路盤転圧、舗装下り厚、舗装幅、舗装延長)

・ 完成写真

・ その他必要な写真

         施行基準第19号様式

添 付 書 類

工 事 完 了
の 年 月 日

仮復旧日 令和

本復旧日 令和

工 事 実 施
の　方　法

直営  ・ 請負 請負業者：

住　　　所：

担 当 者：

電話番号：

占用の目的

占用の場所
路線名 路線番号 車道 ・ 歩道 ・ その他

場　所

許 可 番 号

令和　　　年　　　月　　　日

道路占用工事完了届
竹原市長 小　坂　政　司

工事施工者

　令和　　年　　月　　日付けで許可を受けた道路工事について、工事が完了したので届出ます。
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        施行基準第20号様式

様

工事施工者 〒

住所

氏名

川

㎡

※ 工事写真については、施工の順番で整理すること。

占用物件（数量及び給水管位置等）に変更があるときは、事前に協議を行うこと。

＊図面：完了届に添付の図面については、竣工図を作成し提出すること。

＊状況写真： 【給水管の布設数量が分かるよう撮影すること。】

・ 着工前写真

・ 配管写真（護岸取り壊し状況、給水管布設状況、布設数量測定（河床からの管底高・河川区域の管延長）

・ 護岸復旧写真

・ 完成写真

・ その他必要な写真

添 付 書 類 　位置図・竣工図・状況写真

工　事　完　了
の　年　月　日

工　事　実　施
の　　方　　法

直営  ・ 請負 請負業者：

住　　　所：

担 当 者：

電話番号：

占用物件（行為物件） 占用 行為

車道 ・ 歩道 ・ その他

場　所 竹原市

工事の面積(数量)

工事の位置
河川名 水系

　令和　　年　　月　　日付けで許可を受けた河川工事について、工事が完了したので届出ます。

許 可 番 号

占用及び理由

令和　    年　    月   　 日

河川占用工事完了届

広島県水道広域連合企業団　竹原事務所長
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施行基準第21号様式

広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者

１　占用場所　　　　路線名

　　　　　　　　　　場所

２　占用許可番号　　　　第 号

３　工事期間　　　　　　 年　許可日から

　　　　　　　　　　　　 年　  月 日まで

４　添付書類　　　　道路 ・ 河川 占用許可書（写し）

所長 受付者

年　　月　　日

道 路 ・ 河 川  占 用 取 下 げ 願

　  　　年　　月　　日付けで許可を受けた 道路 ・ 河川 占用工事について、

下記のとおり取下げ願います。

記

係長 係員
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施行基準第22号様式

事業者 担当者

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

指定給水装置工事事業者　　　　　　　　事業者名　 ：　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任技術者 ：　　　　　　　　　　　　　 

                                      連絡先(TEL)：                          

 保安図において、現地と相違ないか。歩行者通路は確保できているか

 φ20㎜、φ25㎜の場合は、止水栓を原則嵩上げ

「道路占用チェックリスト」

内容

 鑑１部、添付資料（位置図、平面図、断面図、保安図、写真）４部

 占用部分のみ赤色表示

 構造物離隔300㎜以上

 掘削ライン記入、分岐の掘削深さを記入

 掘削深さ1.0mを超える場合は、五分勾配または、軽量鋼矢板設置

 影響幅の確保（各道路管理者の規定による）

 舗装構成は、アスファルト：50㎜、RM-30：100㎜、RC-40：100㎜

 位置図は市道を図示。建物建築予定地ではない。

 申請地場所の標記は、〇〇地先、地番をまたぐ場合は、〇〇地先から〇〇地先

 嵩上げは必要なし。（草竹式バルブBOX）

 道路の形状、L型側溝・U型側溝等現地と相違ないか

 既設配水管の材質は合っているか

 断面図は、該当掘削幅と残幅と道路全幅を記入

 写真の添付はあるか

 

 φ40㎜、φ50㎜の場合は、バルブボックス内にVUφ150㎜の泥除け管を設ける
□ □

浅層埋設する場合は、舗装の厚さに0.3mを加えた値（当該値が0.6mに満たない場
合は0.6m）以下としない

年　　　月　　　日　

舗装構成は、各道路管理者の規定による。 

位置図は占用する道路を図示。 
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年 月 日

印

※取扱月日 年 月 日

※取扱月日は、記入しないでください。

年　　月　　日 

施行基準第23号様式

申込者

［理由]

                       □ 給水装置工事取消届

　　　　　　　　　　　 □ 給水装置工事設計変更届

係員所長

　受付番号

　電話番号

受付者係長

広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

住所

氏名　

工事場所

水栓番号

工事申請年月日

届出者

（指定工事業者）

主任技術者
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受付者

　広島県水道広域連合企業団

　　竹原事務所長　　 様 　令和　　　年　　　月　　 日　 

（新）所有者

丁目 番 　号

町 番地

　丁目

　丁目

　丁目

　丁目

　令和　　　年　　　月　　　日　

新給水装置所有者

㊞

※同意書及び承諾書は、各所有者及び管理者の住所氏名は直筆とし、捺印して提出してしてください。

※捺印の際は、印影が重ならないよう注意して捺印してください。

　施行基準第24号様式（1）

水　栓　番　号 所　長 係　長 係　員

給　水　装　置　所　有　者　変　更　届

住　所

氏　名

変 更 年 月 日 　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　次のとおり、給水装置の所有者が変更になったので、提出します。

記

給 水 の 用 途 　家庭用　：　営業用　：　その他　（　　　　　　　　　　　　　）

給水装置設置場所 竹原 市

給水装置旧所有者

家 屋 所 有 者 市

変 更 理 由 　売買取得　：　相　　続　:　その他　（　　　　　　　　　　　　　）

利害関係人の同意事項

　１．上記給水装置所有者から、同意承諾の依頼を受けました給水装置について、同意します。

　２．当該承諾後、自分の給水装置の出水量に影響することがあっても異議申し立てはしません。

番　　号 氏

名
㊞

町 番地

土 地 の 所 有 者 市
氏

名
㊞

町 番地

番　　号

町 番地
給 水 装 置 所 有 者 市

番　　号 氏

名

氏

名

㊞

㊞

承　　　諾　　　書
　１．本件承諾後は、広島県水道広域連合企業団の定める条項に従うことを確約します。

　２．宅地内の漏水及び量水器の取替に支障をきたした時は、給水装置所有者の負担で、責任をもって修繕します。

　３．利害関係についての責任は、新給水装置所有者にあり、問題が生じても当事者間で解決し、広島県水道広域

      連合企業団竹原事務所に異議申し立てしません。

広島県水道広域連合企業団　竹原事務所長　様

※利害関係人の同意について、各所有者が複数の場合は、別に作成した同意書を添付してください。

住　所

氏　名

※変更理由がわかる書類を添付してください。（全部事項証明書、売買契約書等）

町 番地
給 水 装 置 管 理 者 市

番　　号
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※注意事項

　位置図については、個別地図を使用し朱色で場所が判るようにして下さい。

　施行基準第24号様式（2）

位　置　図
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広島県水道広域連合企業団

住　所

氏　名 ㊞

ＴＥＬ

申請場所

工事内容

工事面積 ㎡　

給水戸数 戸 件分

給水管口径 　　φ mm

給水管材料

添付書類

申請者 住　所

氏　名 様

広島県水道広域連合企業団

　令和　　　年　　　月　　　日付けで申請のあった給水承諾については、承諾いたします。

令和　　　年　　　月　　　日

竹原事務所長　　　　　㊞

             施行基準第25号様式

工事着手予定年月日 　　　許可の日から　　　　　　　　　日以内

工事完了予定年月日 　　　着手の日から　　　　　　　　　日以内

　下記の工事について、給水承諾書を添付する必要があるので承諾書を交付して頂く

よう申請致します。

記

給　水　承　諾　申　請　書

令和 　　　年　　 　月　　　日

　　　　竹原事務所長　　　様

申請者

　　位置図：土地利用計画平面図：計画平面図及び断面図：その他

承　　諾　　書

□　宅　地　造　成 □　道　路　位　置　指　定 □　開　発　行　為
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広島県水道広域連合企業団

住 所

氏 名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

能となった場合、当方の責任において速やかに給水装置（引込み管や口径等）の

改善を行います。

令和　　　年　　　月　　　日

　　　竹原事務所長　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　給水装置所有者（申込者）

業団竹原事務所には一切異議申し立てはいたしません。

　万一、水圧及び出水量不足となった場合若しくは老朽化などにより使用が不可

 　施行基準第26号様式

誓　約　書

　この度、竹原市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の給水装置

工事申込みにあたり、既存（もしくはΦ13ｍｍ）の給水装置を使用いたします。

　将来、水圧及び出水量不足に影響することがあっても、広島県水道広域連合企
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承諾地番住所

令和　　　　年　　　　月　　　　日

　土地所有者

住　　所

氏　　名 ㊞

令和　　　　年　　　　月　　　　日

　1．　利害関係についての責任は給水装置所有者にあり、問題が生じても当事者間で解決し

　　 広島県水道広域連合企業団竹原事務所に異議申し立てしません。

　２．　使用している土地内で漏水があった場合は、給水装置所有者の責任で復旧いたします。

　給水装置所有者

住　　所

氏　　名 ㊞

住　　所

氏　　名 ㊞

住　　所

氏　　名 ㊞

住　　所

氏　　名 ㊞

住　　所

氏　　名 ㊞

             施行基準第27号様式

　　 してください。

既設給水装置の同意承諾書

　１．　次の給水装置所有者から、土地使用同意承諾の依頼を受けましたことについては、

　　 異議なく同意いたします。

　２．　なお、使用している土地内で漏水があった場合は、給水装置所有者の責任で復旧
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　　　 このたび、給水工事申込みにあたり、給水共同管の関係人から同意を取得してまいりましたが、

　　別紙場所の給水装置所有者について、市外に転居されたうえ連絡先も不明のため同意が得られ

　　ませんでしたが、利害関係についての責任は給水装置所有者にあり、問題が生じても当事者間で

　　解決し広島県水道広域連合企業団竹原事務所に異議申し立てしないことを誓約いた します。

令和　　　　年　　　　月　　　　日

　給水装置所有者（申込者）

住　　所

氏　　名 ㊞

施行基準第28号様式

誓　約　書

広島県水道広域連合企業団　

竹原事務所長　　様
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

建物名

印

印

室番号等 印 適用 室番号等 氏名 印

所 長

年　　　　月　　　　日

氏名

給水装置代理人・管理人（選定・変更）届

　給水条例第18条及び第19条※の規定により届け出ます。

適用

 □ 選定管理人
住所

氏名

 □ 旧代理人

 □ 旧管理人
住所

氏名

 設置場所

係 員係 長

年　　月　　日 

 水栓番号

 　　　　　　 施行基準第29号様式

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」

受付者

 □ 選定代理人

 選定・変更日
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

指定工事事業者

代表者 印

主任技術者 印

連絡先（電話番号）

 水 栓 番 号

 工 事 場 所

 工 事 申 込 者

口　径

所 長 受付者係 長 係 員

下記工事の施工にあたり、自己認証品を使用しますので報告いたします。

自 己 認 証 品 使 用 報 告 書

使　用　自　己　認　証　品

品　　　名 型 式 製 造 会 社 名

 　　　   施行基準第30号様式

年 　　月 　　日 
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定工事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　 印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任技術者氏名　　　　　　　　 印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（TEL）

下記のとおり、受水槽以降の既設給水設備の調査内容を報告します。

１　設置場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　使用材料の確認

　　　構造及び材質基準：水道法施行令第5条の基準（　適合　・　不適合　）

５　配管の確認

　　　提出図面のとおり

６　管更生工事の経歴

　　　経歴（　有　・　無　）

　　　ライニングの塗装・工法等の状況（　確定　・未確定　）

７　水圧試験　（０．７５㎫の水圧を１分間加圧）

　　　漏水（　有　・　無　）

８　水質試験

　　　添付書類のとおり

９　添付書類

　⑴   既設給水管及び給水器具の平面図・立面図

　⑵   水圧試験実施中の写真

　⑶   水道法第20条第3項に規定する水質試験成績証明書

所 長

      施行基準第31号様式

受付者係 員係 長

給水装置への切替えに伴う調査報告書（受水槽以下設備使用）

年 　　月 　　日

記
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広島県水道広域連合企業団

竹原事務所長　様

活水器等の設置場所

住所

氏名

電話番号

 指定工事事業者

　します。

（水質責任について）

（維持管理について）

（利害関係人への周知）

（その他）

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」

竹原市

           施行基準第32号様式

　３　集合住宅等、申請者（所有者）以外の使用者がいる場合は、活水器等の使用状況及び

　　管理責任等について説明し、使用についての承諾を得ておきます。

　４　活水器等に起因して問題が生じた場合は、申請者（所有者）が責任をもって解決します。

　　給水装置の主管部への活水器又は浄水器等の設置について、下記の条件を承諾の上、申請

　１　企業団の水質責任範囲は、活水器等の上流までとし、これより下流は申請者（所有者）

　　の責任で管理します。

　２　給水条例※第24条「水道使用者の管理上の責任」の規定に基づき、活水器等の使用に

　　応じて適正な管理を行います。

 申請者（所有者）の
 住所・氏名

活　水　器　等　設　置　申　請　書

年　　月　　日

 活水器等の型式名
 及び認証番号等

記


